


農家に学び地域とともに80年
1940（昭和15年）、戦時下に発足した農文協が敗戦の混乱の

なかで事実上崩壊したとき、残された職員が自力をもって再建し、

ここから農文協の自主自立の農村文化運動がスタートしました。

それ以来、「農家に学び、地域とともに」生きることを根幹にすえて

活動を進め、おかげさまで2020年3月、創立80周年を迎えました。

2010年代は、TPPと東日本大震災・原発事故で幕を開けた激

動の10年でした。この間、規制改革会議や安倍官邸農政のもと、

家族農業軽視と農協攻撃が強まり、一方では、昭和一桁世代の・

リタイアが進み、また気候変動による農業、農村の被害も頻発しま

した。

こうした激動と「困りごと」が増えるなかで、農家は直売所や集

落営農、「多面的機能支払」の活動組織などを基点に自給力・自治

力を発揮し、地域おこし協力隊など田園回帰の流れも生かして農

家とむらを守ってきました。

これまでの10年を「激動期」とすれば、スタートした2020年代を

「転換期」にしたいと思います。貧困、食料問題、気候変動などの

人類史的課題は、農家・農業・農村を土台とする地域コミュニティ

の創造があってこそ打開できること、それは単に危機対応ではな

く共同性を本質とする人間的な生き方を回復・創造する過程であ

ることを、世界が、地域が、民衆が確信していく10年に。

世界の潮流も大きく変わってきました。国連は「小農・家族農

業」とこれを支える地域にこそ、貧困や環境問題を解決する力があ

るとして「家族農業の10年」（2019～2028年）を定め、「誰も置き去り

にしない」を理念とする「持続可能な開発目標」（SDGs2016～

2030年）もスタートしています。

日本でも地域コミュニティをめぐる動きが活発になっています。

「○○町協議会」などの地域運営組織も増え続け、これとJAが連

携して農家も地域もJAも元気になる取り組みが合併農協の支店で

始まっています。農家・農村と関わることで自らの暮らしに安全・

安心と生きがいを求めるJA准組合員や生協組合員、都市民もたく

さんいます。田園回帰の若者たちも増えています。国土交通省に

よると、特定の地域と継続的かつ多様な関わりを持つ「関係人口」

は、三大都市圏で2割強の1，080万人に及んでいます。

移住とともに関係人口を増やして「新しい農型社会」を。そんな

夢と希望を胸に、元気に歩み続けたいと思います。

2020年3月

農山漁村文化協会（農文協）役職員一同



璽地域を元気にする
支部の普及活動

農文協は雑誌や書籍、映像作品、電子出版等を

「文化財」と呼んでいます。その「文化財」を農家や

地域を支える人たちに直接会い、普及（営業）する活

動を支部職員が担っています。支部職員はバイクで

農家一軒一軒を訪問し、「文化財」を直接普及しなが

ら農家の悩みや欲求をつかみ、他の農家に伝えると

ともに、新たな「文化財」に反映させる活動を行なっ

ています。また地域の直売所や図書館での栽培講

習会、読者のつどいなど多彩な文化活動も展開し、

読者とのあらたな結びつきを築いています。



農文協80年のあゆみ

再建農文協スタート

雑誌『農村文化』の
直接普及開始

単行本『誰にもわか
肥料の知識』ペスト

『農村文化』を

『現代農業』に改題

『農業総覧』発行開始

開始（教科書の発行はじまる）

全国へ波及、イナ倖増収運動となる

発行開始

現代農業の主張欄開始（第一回は

「近藤康男著作集」
発行開始（全集の

発行はじまる）

「安藤昌益全集」発行開始

「日本の食生活全集」発行開始

（第一回配本『若手の食事』）
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『増刊現代農業』（のちの『季刊地域』）
発行開始

「安藤昌益全集」毎日出版文化賞受賞
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中国四国支部

九州沖縄支部

「全集世界の食料

中国河北省、江蘇省との
農家交流会開始

『増刊現代農業』を
『季刊地域』へ
リニューアル改題、

「地域食材大百科」
く全15巻）発行開始

大事典シリーズ本格発行開始
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